




















したのが，Geschwind, N．（1967, 1968），Benson, D. F．（1979, 1980,
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面でも Jacobson, R．（1967），Chomsky, N．（1957, 1986），Kaplan, R. B．
（1986），Lakoff, G. P．（1988）などの言語学的な見解を吸収した言語理論を
展開している。それらは多岐にわたり，複合しているが，ここではボストン学
派の現リーダーである Damasio, A. R．と Damasio, H．夫妻（1986, 1987,






















































［MMS］，2 ; 1［物語の再生；即時］，2 ; 2［物語の再生；3分後］，2 ; 3［物
語の再生；1時間後］，3［数唱］，4［語列挙］，5［計算］，6［M. I. T．］，7 ;
1［運動行為］，7 ; 2［習慣行動］，7 ; 3［観念行動］，7 ; 4［口顔面行為］，








































































































因子寄与率 0.290 0.231 0.156
５５失語症者の言語障害を規定する特性についての心理学的研究
































（phonological loop ; PL）である。今 1つは，視覚的イメージの保持や操作に
かかわる視空間記銘メモ（visuo-special sketchpad ; VSSP）である。この 2
つの下位コンポーネントでの情報処理の流れは，さらに注意制御装置を備えた












































ド記憶（episodic memory）と意味記憶（semantic memory）の 2つがある。
その他，発生メカニズムを異にするが，Mishkin, M．（1984）のいう習慣（hab-





























皮質にまで伝達されるのである（Mishkin, M. & Appenzeller, T. 1987,


















































ていなかった。この H. M．に Milner が術後，何年もたたない頃，鏡映法を
使い，何種類かの学習実験を行ったところ，H. M．は健常者と同じ程度の学
習成績を示したのである。H. M．と同様の症例がロンドン王立神経病院の


















代の前半頃に Mishkin, M．（1984）のいう習慣（habits），Squire, L. R．
（1994）がまとめた狭義の手続き記憶（procedural memory）と同種のもので
もあった。
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